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持続可能なモビリティ社会の実現に向けて持続可能なモビリティ社会の実現に向けて

トヨタ自動車株式会社 技監

渡邉 浩之

GIES2008

2008年3月14日
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課題整理
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自動車が実現してきたこと自動車が実現してきたこと

移動能力の拡張(人､モノ）
自由・便利 「いつでも、どこでも、どこへでも」

移動可能な私的な空間

移動能力の拡張(人､モノ）
自由・便利 「いつでも、どこでも、どこへでも」

移動可能な私的な空間

モビリティの発展が
経済の成長、社会・文化の発展を支えてきた

モビリティの発展が
経済の成長、社会・文化の発展を支えてきた
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自動車社会の課題

環境・エネルギー課題 1.  CO2削減

2.  代替エネルギーへの対応

3.  大気汚染の解消

4.  交通事故

5.  渋滞

6.  モビリティの地域格差

社会的課題
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＜全世界CO2排出量（発生源別）＞

出典：IEA/WEO機関2004

2002年実績

・運輸セクターの割合は23％
・CO２抑制には各セクターの総合的な対策が必要
・運輸セクターの割合は23％
・CO２抑制には各セクターの総合的な対策が必要

環境エネルギー課題１．ＣＯ２削減

民生
１５％

産業
１９％

発電
４３％

運輸運輸
２３％２３％
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環境エネルギー課題２：石油の将来

米国鉱山局

後２０～５０年で原油可採量のピークとなる可能性あり後２０～５０年で原油可採量のピークとなる可能性あり
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バイオ資源量

世界の自動
車の消費エ
ネルギー
（2002年）

58EJ

38EJ

現状利用可能なバ
イオマス資源から変
換される液化燃料

森林・草木の
利用（２％）

19EJ

19EJ

EJ=1018J

①森林
（木質）

1436②海洋

934

③草木
（草原）

483

⑥木質廃棄物 37

⑤畜産廃棄物 43

⑦作物（食用等）

21

④農業廃棄物

48

3007

2020年

130～150EJ

≪
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1980年以降のインドネシア等における森林減少の大半はプランテーションの影響

森林開発に伴って熱帯雨林に生息する種々の生物が絶滅するといわれている

プランテーション開発に伴う違法伐採の併発（奥地の森林に違法伐採が拡大）

1960 1980 2000 2010予想

赤いプロットが森林を表す

森林消失と生態系への影響森林消失と生態系への影響
スマトラ島でのパームプランテーション拡大スマトラ島でのパームプランテーション拡大

バイオ燃料が産業として本格活動する場合には環境破壊への歯止め(規制等)必須
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将来の自動車エネルギー

石油

電気（水素） バイオ

Sweden 2030METI 2100

出典：トヨタ自動車（株）

５０
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METI 2030
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８０

％

Shell 2050
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自動車社会の変化

1.  電動ハイブリッド化

プラグイン・ハイブリッド

燃料電池ハイブリッド

電気自動車

2.  ユビキタス化

3.  ロボット化

4.  人の心・感情とつながる HMI化
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LS600hLS600h



12トヨタ自動車（株） 社内測定値

LS600hLS600h 燃費性能燃費性能
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プラグインプラグインHVHVシステムシステム((PHV)PHV)

Wel l to Wheel ベースのＣＯ2排出量Wel l to Wheel ベースのＣＯ2排出量

1.01.0

0.50.5

米国米国

プリウスプリウス プラグインハイブリッドカープラグインハイブリッドカー
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ガソリンガソリン

E85E85

日本日本

フランスフランス

25km走行(13kmEV走行)  トヨタ試算

エネルギーの多様化（化石燃料から脱却への対応）と同時に
CO2低減を実現し環境性能を向上する将来のポテンシャル有り

家庭用
電源

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾌﾞﾚｰｶｰ

MG1

MG2
電池

単相
AC100V
～240V

双方向双方向
E/G ｶﾞｿﾘﾝ

ﾀﾝｸ



14

インダクティブ充電インダクティブ充電

◇ハイブリッドバス･トラック 実証研究
(日野/国交省、交通研/早大/NEDO 等)

昇降制御
50mm

電磁誘導

参考）日野ポンチョ
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・ 低気温・ 低気温--3737℃℃の極寒地でのの極寒地でのFCFC環境適合性（氷点下始動性、運転性）を確認環境適合性（氷点下始動性、運転性）を確認

・・ 極寒の実環境の中、始動直後の動力性能もガソリン車同等のレベル極寒の実環境の中、始動直後の動力性能もガソリン車同等のレベル

・・ ＦＣユニットに関する大きな不具合は無しＦＣユニットに関する大きな不具合は無し

改良型「トヨタFCHV」の低温始動走行評価結果 例

-40

-30

-20

-10

0

10

外
気

温
[℃

]

2/8 2/10 2/12 2/14 2/16 2/18

図. 評価期間中の外気温＠Timmins（カナダ）

--3737℃℃
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各社各社モード走行公表値モード走行公表値（参考）（参考）（ ）（（ ））

（ ）（（ ））
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◆◆◆

◆◆◆
◆◆◆◆◆◆

ガソリン車の実用航続距離ガソリン車の実用航続距離
450450～～650km650km ◆◆◆

（ ）（（ ））780780㎞㎞((＊＊1)1)

トヨタのトヨタのFCHVFCHVの航続距離の航続距離

実用航続距離は、ガソリンエンジン車並みの実用航続距離は、ガソリンエンジン車並みの500500kmkm以上が必要。以上が必要。
改良型「トヨタ改良型「トヨタFCHVFCHV」」は、は、’’0505モデル比モデル比 燃費約燃費約25%25%改良、水素搭載量約改良、水素搭載量約1.91.9倍倍
を達成し、大阪－東京間（約を達成し、大阪－東京間（約560560㎞㎞）を水素補充することなく、完走。）を水素補充することなく、完走。

トヨタ
FCHV（’05）

トヨタトヨタ
FCHVFCHV（（’’0505））

＊＊1 101 10--1515モード（社内測定値）モード（社内測定値） ＊＊2 2 大阪大阪--東京走行結果東京走行結果

560560㎞㎞((＊＊
2)2)

改良型 「トヨタ FCHV」
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古典的自動車効率論

Pｄ

F1

パワープラント効率 η=
Pd

F1

F1：投入された燃料エネルギーフロー

Pｄ：駆動パワー

Ｖ：車両速度

Ｄ

Pｄ=D・V
D＝D(走行抵抗、加速力）

・・・・・・・・・・①



18

Mobility Performance Index の提案

Mobility Performance Index Im W0・V

F0
＝

W0 ： 移動する（運搬される）物体の重量

V ： 移動速度

F0 ： 投入された1次エネルギーフロー

・・・・②

W0・V ： 移動体有効パワー
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モビリティ性能評価
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エネルギー消費率 (乗員ひとりあたり ) 〔KJ/sec・人〕

140

性能係数: 1.0
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ロスアンゼルス、Tundra、１名乗車
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新しい交通社会の実現新しい交通社会の実現

移動体及びエネルギー変換技術の革新

小型・軽量化、自動運転、自動隊列走行

プラグ・イン・ハイブリッド、電気自動車、燃料電池自動車

①原単位エネルギー消費量の低減

街づくりと一体となった

都市交通革新

・都市・道路インフラの整備

・ＩＴＳの導入

・ＴＤＭ活動

②
交

通
流

の
円

滑
化

③多様な交通手段の 適・快適組み合わせ
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１人乗コミューター HV、IW = 300kg
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・ユビキタス技術
・自動駐車
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渋滞･ＣＯ2排出量を半減、交通事故死者を限りなくゼロに

環境、渋滞、交通事故の課題を解決する

都市･交通の実現。

国際的に妥当な輸送コストと定時性を確保できる

次世代物流システムの実現。

目標：

交通物流ルネサンス

複合的アプローチで同時進行。

１）効率的な交通･物流インフラの整備

２）情報通信や電子制御技術を活用した次世代ＩＴＳの導入

３）次世代技術を活用した移動体の普及

４）市民および企業の自主活動の推進

５）政策立案と実施

方策：

・市民生活の質の向上

・日本の産業競争力の強化

産業競争力懇談会提案
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モデル都市選定

課題整理・目標値設定

実行計画

シミュレーション

評価法確立

実証実験Ⅰ 実証実験Ⅱ 実証実験Ⅲ

本格実施・普及（特区で効果を確認し、各地に展開）

実用化
開始

モデル都市選定

課題整理・目標値設定

実行計画

シミュレーション

評価法確立

モデル都市選定

課題整理・目標値設定

実行計画

シミュレーション

評価法確立

<第二期>
①30%減
②30%削減
③30%減

<第三期>
①50%減
②50%削減
③限りなくゼロに

＊実証実験を通じ
1.技術の高度化
2.適用都市の拡大

<第一期>
①20%減
②20%削減
③20%減

評価・修正･法整備

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
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<目標>
①渋滞損失時間
②CO2排出量
③交通事故死者

評価・修正･法整備

産業競争力懇談会提案 ロードマップ
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社会還元加速プロジェクトは、特区指定のモデル都市やモデル路線で大規
模実証実験を行い、成果を国民に見える形にして、実用化が可能なものは
普及を加速。

ITS Japanの新交通物流特別委員会が産業界連携してイニシアチブを執り、
行政と一体となって実現に向けてコミットメント。

進め方：

「情報通信技術を用いた
安全で効率的な道路交通システムの実
現 」

自動車メーカー
電機メーカー
運輸事業者
高速道路会社
鉄道会社 など

リーダー： 奥村議員
メンバー： 内閣官房、警察庁、総務省、経済産業省、

国土交通省 道路局 / 自動車交通局
専門家： 有識者、ＩＴＳ Ｊａｐａｎ

全体会議

交通物流ルネサンス
プロジェクト

産業競争力懇談会 総合科学技術会議 社会還元加速プロジェクト

道路交通システム（ＩＴＳ）タスクフォース

政策決定、予算配分、プロジェクト推進

ＩＴＳ Ｊａｐａｎ 新交通物流特別委員会

プロジェクト提案･推進

高度物流ＷＧ都市創生ＷＧ
自動車メーカー
電機メーカー

都市デベロッパー
モデル都市自治体
など

学

提言
助言

提言とりまとめ
実行体制立ち上げ
推進サポート
成果フォローアップ

方向性確認、推進支援

社会還元加速
プロジェクト
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移動（トリップ数）

人口

自動車

徒歩

公共交通

自転車

交通手段

分担率

人口が増加し、自動車への依存度は高まったが、パークアンドライドの普及により渋滞は緩和。

ナント（フランス）の例：交通需要の推移と手段の分担率変化
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「全ての運転ステージ」

「安全システムの連携」

パーキングパーキングパーキング 予防安全予防安全予防安全 プリクラッシュ
セーフティ

プリクラッシュプリクラッシュ
セーフティセーフティ 衝突安全衝突安全衝突安全 救助救助救助

統合安全コンセプト

統合安全コンセプト統合安全コンセプト
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プリクラッシュセーフティシステム

レーンキーピングアシスト

レーダークルーズコントロール

VSC （Vehicle Stability Control）

前方
ミリ波レーダー

前方
ミリ波レーダー

2003年 ハリアー2003年 ハリアー

歩行者も検知歩行者も検知

前方ステレオカメラ
後方ミリ波レーダー

前方ステレオカメラ
後方ミリ波レーダー

2006年 ＬＳ4602006年 ＬＳ460

前方カメラ前方カメラ

2004年 クラウンマジェスタ2004年 クラウンマジェスタ

2006年 ＧＳ450ｈ2006年 ＧＳ450ｈ

ドライバーモニター
カメラ

ドライバーモニター
カメラ

路車間通信

歩行者との通信
車車間通信

インフラ協調システム

自動車の進化
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認知認知
ドライバーの状態ドライバーの状態 車両挙動など車両挙動など 外部環境認識外部環境認識

（顔向きなど）（顔向きなど）

自動車から自働車へ

判断判断

ＤＳＳコンピュータ
（危険予知：危険の大きさに応じた 適な制御）

ＤＳＳコンピュータ
（危険予知：危険の大きさに応じた 適な制御）

DSS：Driver Support SystemDSS：Driver Support System

統合制御システム統合制御システム

操作操作
車両の制御車両の制御 外部通信外部通信HMIHMI

ロボット化ロボット化
i-uniti-unit トヨタ・パートナーロボットトヨタ・パートナーロボット

Automotive to “Robomotive”
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サステイナブル・モビリティの実現
人・社会・地球の豊かさの創造

ITIT･･ITSITS
RTRT

人と生活 自働車化技術

～活動の視野を広げ～

融合

交通流円滑化技術
高速・大量・効率

モビリティの多様化
都市空間・インフラ

自動運転技術

軽量化技術

プラグインHV
EV

FCHV
自動隊列走行

ロボット

協調
調和

いつでもどこでも、
どこへでも

安心・安全・快適・自由

ユビキタス技術
価値観の多様化

魅力・活力

歴史・文化

コミュニティ

心・感情に関する技術

健康

高齢化

～ツナガル～～ツナガル～
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i - REAL （東京モーターショー出典）i Q_CONCEPT
（東京モーターショー出典）

トヨタ・パートナーロボット

ご清聴有難うございました｡


